
　
国
が
平
成
26
年
よ
り
実
施
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
重
要
度
が

ま
し
、
本
町
で
も
令
和
３
年

度
よ
り
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
案
を
策
定
中
で
あ
る
。

　
　
国
の
国
土
強
靭
化
計
画

の
目
的
。

　
　
　

大
規
模
自
然
災
害
時
、

人
命
と
財
産
を
守
り
、
経
済

社
会
へ
の
被
害
が
致
命
的
に

な
ら
ず
、
迅
速
に
回
復
す
る

国
土
、
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム

を
平
常
時
か
ら
構
築
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
　
本
町
の
地
域
計
画
案
で

の
重
要
項
目
。

　
　
　

町
の
強
靭
化
の
指
針

な
の
で
、
本
年
度
中
の
策
定

を
進
め
て
い
る
。
災
害
か
ら

町
民
の
生
命
を
守
る
こ
と
を

最
優
先
事
項
と
し
、
ハ
ー
ド

事
業
と
ソ
フ
ト
事
業
を
組
み

合
わ
せ
た
計
画
と
し
て
い
る
。 　

　
防
災
池
・
河
川
の
管
理

の
県
と
町
の
分
担
。

　
　
　

64
カ
所
の
農
業
用
た

め
池
は
、
１
カ
所
を
除
き
地

元
所
有
で
地
元
管
理
で
あ
る
。

　

町
は
、
た
め
池
台
帳
を
整

備
し
必
要
に
応
じ
補
修
し
て

い
る
。
県
に
指
定
さ
れ
た
う

ち
15
カ
所
の
防
災
重
点
農
業

用
た
め
池
は
、
耐
震
性
・
洪

水
吐
能
力
な
ど
を
判
断
し
県

が
改
修
を
進
め
る
。

　

二
級
河
川
は
、
県
が
定
め

た
河
川
整
備
計
画
に
よ
り
、

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

町
管
理
の
普
通
河
川
は
、
変

状
が
確
認
さ
れ
れ
ば
町
で
補

修
し
て
い
る
。

　
　
土
砂
災
害
の
危
険
区
域

は
、
ど
の
よ
う
に
管
理
し
解

消
に
向
け
、
ど
ん
な
対
策
が

必
要
か
。

　
　
　

土
砂
災
害
に
つ
い
て

は
県
が
指
定
し
て
い
る
土
砂

災
害
警
戒
区
域
、
土
砂
災
害

特
別
警
戒
区
域
、
急
傾
斜
地

崩
壊
危
険
区
域
が
あ
る
。
民

有
地
の
が
け
崩
れ
対
策
は
、

一
定
の
条
件
が
整
え
ば
、
県

が
対
策
工
事
を
行
う
。

　

町
と
し
て
は
、
地
域
か
ら

の
要
望
書
を
も
と
に
県
へ
対

策
工
事
の
要
望
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
く
。

　

よ
り
良
い
政
策
を
推
進

す
る
に
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
よ
り
早
く
回
し
、

Ｐ
Ｄ
：
立
案
実
行
後
の

Ｃ
Ａ
：
分
析
ア
ク
シ
ョ
ン
に

力
点
を
置
く
べ
き
で
あ
る
。

　
　
令
和
２
年
度
に
お
け
る

重
要
度
の
高
い
３
つ
の
分

析
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
挙
げ
よ
。

　　
　
　

重
要
度
評
価
が
高
い

「
道
路
・
交
通
網
」
は
、
事

務
事
業
評
価
や
実
勢
計
画
で

優
先
順
位
を
決
め
、
計
画
的

に
整
備
を
進
め
て
い
る
。

「
交
通
安
全
・
防
犯
」
は
、

令
和
３
年
度
に
道
路
修
繕
に

係
る
予
算
を
拡
充
。

　
「
教
育
」
は
、
町
の
特
徴

的
な
取
り
組
み
の
幼
保
小
中

一
貫
教
育
を
継
続
し
な
が
ら
、

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
時
代
に

対
応
で
き
る
教
育
環
境
整
備

に
努
め
る
。

　
　
「
町
づ
く
り
懇
談
会
」

は
住
民
と
の
協
働
と
し
て
重

要
な
仕
組
み
で
あ
る
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
工
夫
が
必
要

か
。
　
　
　

住
民
の
声
を
直
接
聴

く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機

会
で
あ
り
、
協
働
の
仕
組
み

づ
く
り
の
手
段
と
し
て
も
重

要
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
よ
り

効
果
的
な
開
催
方
法
を
研
究

し
て
い
く
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
目
玉
と
し
て

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
政
策
を

実
行
中
で
あ
る
。
運
用
に
つ

い
て
様
々
な
課
題
が
あ
る
。

　
　
政
策
の
目
的
。

　
　
　

「
教
育
現
場
に
お
い

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
進
ん
で
い

な
い
。」
と
い
う
文
部
科
学

大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
趣
旨
の

も
と
、
学
校
教
育
の
段
階
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
扱
え
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
的
。

　
　
新
た
な
学
習
の
場
と
な

る
学
校
教
育
に
対
し
教
育
長

の
ビ
ジ
ョ
ン
。

　
　
　
　
　
　

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
は
、
日
本
の
将
来
を
担
う

人
材
の
育
成
や
、
特
別
な
支

援
を
必
要
と
す
る
な
ど
の
多

様
な
子
ど
も
た
ち
を
誰
一
人

残
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
、
幼
保

小
中
一
貫
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
理
念
に
繋
が
る
。

　

将
来
、
阿
久
比
町
の
学
校

で
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
が
、

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
時
代
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
世
界
で
活

躍
す
る
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
や
ス

テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
と
な

る
こ
と
を
、
夢
見
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
思
考
力
や

表
現
力
を
大
き
く
伸
ば
す
た

め
、
幼
保
小
中
一
貫
教
育
を

実
践
し
て
い
く
中
で
、
新
た

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
へ
の
研
究
を

加
え
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
に

お
け
る
大
切
な
こ
と
は
残
し

つ
つ
も
、
新
学
習
指
導
要
領

へ
対
応
で
き
る
、
最
先
端
の

教
育
環
境
を
整
え
て
い
く
こ

と
が
、
私
の
務
め
で
あ
る
。

国土強靭化
災害から住民の生命を守る

問

問

問

問

問

町
政
の
充
実

協
働
の
仕
組
み
づ
く
り

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

新
た
な
環
境
づ
く
り
に
意
欲

答

問答問答

答

答答

答

問答

新美三喜雄 議員
（新済会）

こ
う

ず
い
ば
き
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